
8章：ベクトル 1：和と実数倍

分点公式

363 台形 ABCDにおいて 2つのベクトル AD, BCが AD = 3
4
BCをみた

しているとする。このとき 2つの線分 ACと BDの交点を Eとするとベクト

ル AEは ABと ADを用いて

AE = AB+ AD

と表せる。また点 Eを通り辺ADに平行な直線と線分AB, CDとの交点をそ

れぞれ F, Gとするとベクトル AFと AGは ABと ADを用いて

AF = AB, AG = AB+ AD

と表せる。 （摂南大）

364 Oを原点とする平面上に三角形ABCがある。AB，ACの中点の座標が

それぞれ (−1, 4), (4, 4)であり，重心の座標が (2, 3)である。このとき，OA =(
,

)
，OB =

(
,

)
，OC =

(
,

)
であ

る。 （神戸薬科大）

分点公式

363 線分 AB を m : n に内分する点 C の位置ベ
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クトルは

c = n a +m b
m+ n

です。 a に mをかけるのか nをかけるのか迷う人
もいますね。右図のようにタスキがけにかけると覚

えておくとよいでしょう。

364 △ABCの重心とは
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3本の中線の交点

であり，BCの中点をMとすると

重心Gは AMを 2 : 1に内分

する点なので

OG =
OA + OB + OC

3

です。



8章：ベクトル 1：和と実数倍

分点公式

363 右図において，AD = 3
4
BC より AD // BC であり
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BE : ED = BC : AD = 4 : 3

となるので

AE = 3AB + 4AD
4 + 3

= 3
7
AB + 4

7
AD

すると，F, Gのとり方から AF : FB = 3 : 4だから

AF = 3
7
AB

同じく，DG : GC = 3 : 4となるので

AG = 3AC+ 4AD
3 + 4

= 3
7
AC + 4

7
AD = 3

7

(
AB+ 4

3
AD

)
+ 4

7
AD

= 3
7
AB + 8

7
AD

364 右図のように，重心をGとし，与えられた中点 (−1, 4), (4, 4)をそれぞれM,
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Nとすると，重心の性質より

Gは線分 BNを 2 : 1に内分する点

すなわち，Bは線分 GNを 2 : 3に外分する点

であるから

OB = 3OG− 2ON
3− 2

= 3OG− 2ON

= 3(2, 3)− 2(4, 4) = (−2, 1)

同様にして，Cは線分 GMを 2 : 3に外分する点であるから

OC = 3OG− 2OM
3− 2

= 3OG− 2OM = 3(2, 3)− 2(−1, 4) = (8, 1)

また，OG =
OA + OB + OC

3
より

OA = 3OG−OB−OC = 3(2, 3)− (−2, 1)− (8, 1) = (0, 7)

OM = OA+OB
2

，ON = OA+OC
2

，OG = OA+OB+OC
3

より
OA+OB = 2OM = (−2, 8)

OA +OC = 2ON = (8, 8)

OA +OB+OC = (6, 9)

より，OA, OB, OCを求めてもよい。


